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洗
足
池
は
北
千
束
の
清
水
窪
湧
水

な
ど
を
主
な
水
源
と
し
周
囲
は
1．2
㎞

の
淡
水
池
で
す
。
周
辺
の
景
勝
の
美

し
さ
か
ら
東
京
名
勝
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

皆
様
ご
存
知
の
よ
う
に
「
大
田
区

立
勝
海
舟
記
念
館
」
は
開
館
に
向
け

て
整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
同

時
に
周
辺
施
設
も
手
が
加
え
ら
れ
洗

足
池
周
辺
は
更
に
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ

ト
と
な
り
ま
し
た
。

児
童
館
前
の
旧
公
園
管
理
事
務
所

は
、
車
椅
子
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の
利

用
者
の
為
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
取
り
入

れ
た
休
憩
所
と
な
り
ま
し
た
。
建
物

前
面
に
テ
ラ
ス
を
設
け
洗
足
池
を
眺

め
な
が
ら
休
憩
で
き
る
開
放
的
な
空

間
が
新
設
さ
れ
訪
れ
る
人
の
癒
し
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
原
街
道
よ
り
図
書
館
へ

の
道
路
は
拡
張
さ
れ
石
畳
舗
装
と
な

り
、
こ
の
夏
完
成
予
定
の
「
大
田
区

立
勝
海
舟
記
念
館
」
ま
で
続
く
美
し

い
石
畳
の
散
策
路
と
な
る
予
定
で

す
。洗

足
池
は
、
歌
川
広
重
の
名
所
江

戸
百
景
「
千
束
の
池
袈
裟
懸
松
」
に

も
描
か
れ
た
水
辺
の
景
観
の
面
影
を

今
も
残
し
て
お
り
ま
す
。
周
辺
に
は

歴
史
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
勝
海
舟

夫
妻
の
墓
、
西
郷
隆
盛
留
魂
碑
、
徳

富
蘇
峰
詩
碑
、
名
馬
池
月
像
な
ど
が
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私
は
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）

年
、
当
時
大
岡
山
駅
の
北
側
に
あ
っ

た
東
急
病
院
で
生
ま
れ
て
以
来
、
南

千
束
で
育
っ
た
。
こ
の
地
で
育
っ
た

か
ら
こ
そ
愛
着
も
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

だ
が
両
親
は
こ
の
地
の
育
ち
で
は

な
く
、
父
は
職
場
と
家
を
往
復
す
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
母
は
専
業
主
婦
、

そ
し
て
三
歳
下
の
弟
一
人
、
と
い
う

典
型
的
な
核
家
族
で
あ
っ
た
。

そ
う
い
う
家
庭
の
私
に
は
、
千
束

の
地
の
来
し
方
は
、
全
く
分
ら
な
い
。

私
自
身
は
、
就
職
以
来
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
人
生
に
明
け
暮
れ
た
。
自
分
の
故

郷
に
関
心
を
も
ち
な
が
ら
何
も
で
き

な
か
っ
た
。

そ
ん
な
私
が
退
職
後
た
ま
た
ま
、

今
の
洗
足
池
公
園
休
憩
所
の
前
あ
た

り
に
か
つ
て
存
在
し
た
、
豆
汽
車
の

詳
細
を
知
り
た
い
、
と
思
っ
た
。
断

っ
て
お
く
が
、
こ
れ
は
「
チ
ン
カ
ラ

園
」
で
は
な
い
。

私
は
、
豆
汽
車
が
廃
業
後
、
そ
の

軌
道
な
ど
の
残
骸
が
永
い
こ
と
放
置

さ
れ
て
い
た
の
を
実
際
に
見
て
、
憶

え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
洗
足
風
致
協
会
に
豆

汽
車
の
件
を
お
尋
ね
し
て
み
て
、
そ

れ
が
意
外
に
も
、
人
々
の
記
憶
か
ら

殆
ど
消
え
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
、

ま
ず
驚
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
取
る
に
足

ら
ぬ
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

タ
ウ
ン
誌
「
と
う
よ
こ
沿
線
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
こ
の
豆
汽
車
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三

十
四
（
一
九
五
九
）
年
四
月
に
は
、

確
か
に
営
業
し
て
い
た
よ
う
だ
。

私
で
も
、
廃
業
前
を
記
憶
し
て
い

る
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
る
。
そ
の
写

真
に
よ
れ
ば
、
蒸
気
機
関
車
の
形
を

し
た
ミ
ニ
電
気
機
関
車
が
、
子
ど
も

数
人
を
乗
せ
た
客
車
を
三
輌
程
度
牽

引
す
る
さ
さ
や
か
な
代
物
で
、
第
三

レ
ー
ル
で
集
電
す
る
も
の
で
あ
る
。

運
転
手
が
見
え
な
い
の
で
、
遠
隔
操

作
で
動
か
す
ら
し
い
。
当
時
は
洗
足

池
の
貸
し
ボ
ー
ト
を
東
京
急
行
電
鉄

が
運
営
し
て
お
り
、
豆
汽
車
も
、
東

京
急
行
の
関
わ
り
と
思
う
が
、
未
だ

昨
年
8
月
22
日
に
始
ま
っ
た
勉
強

会
は
、
洗
足
風
致
協
会
で
こ
れ
ま
で

3
回
行
わ
れ
、
居
住
者
・
来
街
者
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
さ
れ
た
。

第
3
回
勉
強
会
（
2
月
6
日
）
で

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
と
、
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
・
方
向
性
が
話
し

合
わ
れ
た
。
要
点
は
以
下
の
と
お
り
。

⑴
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま
と
め

①
将
来
の
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
は

　

水
と
緑
の
う
る
お
い
あ
る
ま
ち

②
ま
ち
づ
く
り
で
大
切
な
の
は

　

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

③
商
業
環
境
や
公
園
に
対
す
る
意

見
や
要
望
が
多
い

④
バ
ス
、
自
転
車
、
歩
行
に
よ
る

あ
り
、
散
策
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
は
、

池
月
橋
、
水
生
植
物
園
が
あ
り
ま
す
。

春
の
桜
、
夏
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
、

冬
の
雪
景
色
と
四
季
折
々
の
風
情
を

楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
魅
力
あ
る
公

園
で
す
。

今
後
も
昔
の
面
影
を
残
し
つ
つ
、

千
束
の
憩
い
の
場
で
あ
る
洗
足
池
公

園
を
大
切
に
整
備
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

南
千
束
在
住

鈴
木
　
友
章

ふ
る
さ
と
千
束
に
寄
せ
て

洗
足
池
駅
周
辺
地
区

　
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会

詳
細
不
明
で
あ
る
。

こ
ん
な
具
合
に
、
昭
和
の
戦
後
時

代
の
こ
と
が
、
も
は
や
過
去
の
歴
史

の
彼
方
と
な
っ
て
い
る
。
千
束
に
暮

ら
す
者
と
し
て
、
甚
だ
歯
が
ゆ
い
思

い
で
あ
る
。
千
束
在
住
の
皆
さ
ん
は
、

如
何
お
感
じ
で
あ
ろ
う
か
。
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交
通
に
つ
い
て
満
足
傾
向
だ

が
、
不
満
足
の
声
も
あ
る
。

⑤
満
足
傾
向
が
全
体
的
に
高
い
が
、

　

運
動
す
る
環
境
に
不
満
あ
り

⑵
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

①
洗
足
池
に
代
表
さ
れ
る
水
と
緑

の
環
境
を
守
り
共
生
す
る
こ
と

②
自
然
・
歴
史
資
源
に
さ
ら
に
磨

き
を
か
け
、
ま
ち
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と

③
こ
れ
か
ら
も
快
適
な
暮
ら
し
を

維
持
・
充
実
し
て
い
く
こ
と

④
地
域
住
民
の
多
く
が
望
む
安
全

安
心
を
確
保
す
る
こ
と

⑶
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

将
来
像
（
案
）

水
・
緑
・
歴
史
と
と
も
に
、

　

豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る

〝
快
適
・
安
心
・
洗
足
ラ
イ
フ
〞

度
」
が
始
ま
り
で
す
。
翌
年
大
阪
府

で
「
方
面
委
員
制
度
」
が
発
足
し
次

第
に
全
国
に
普
及
し
ま
し
た
。
戦

後
、
民
生
委
員
令
の
公
布
に
よ
り
民

生
委
員
に
改
め
ら
れ
、
児
童
福
祉
法

の
公
布
に
よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
一

貫
し
て
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
取
り

組
み
、
戦
後
は
地
域
福
祉
増
進
の
た

め
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。民

生
委
員
児
童
委
員
（
通
称
民
生

委
員
）
は
、
担
当
地
区
を
持
ち
、
子
育

て
や
医
療
・
介
護
な
ど
の
悩
み
を
抱

え
て
い
る
方
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

区
や
専
門
機
関
と
の
「
橋
渡
し
役
」
を

担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
委
員
に
は

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
に

担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が
い
ま

す
。
担
当
地
区
を
持
た
ず
、
地
区
担

当
の
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
児
童
健

全
育
成
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
、
区
H
P
か
ら
抜
粋
）

今
号
で
は
千
束
地
区
民
生
委
員
児

童
委
員
の
活
動
な
ど
を
お
伝
え
し
ま

す
。

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は

守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
お
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
お
気
軽
に
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

主
任
児
童
委
員
は
近
隣
の
保
育

園
・
小
中
学
校
の
子
供
た
ち
の
児
童

福
祉
に
関
す
る
事
を
専
門
に
担
当
し

て
い
ま
す
。
各
関
係
機
関
と
連
携
し

見
守
り
や
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
ふ
れ
あ
い
の
会
・
児
童
館

工
作
教
室
・
年
間
を
通
じ
て
の
行

事
・
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
等
地
域
に
根
差

し
た
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

地
域
を
担
う
力
　
③

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

～
シ
リ
ー
ズ
～

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
六
年
に

岡
山
県
で
誕
生
し
た
「
済
世
顧
問
制

千
束
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
　
　

会
長
　

成
島
　
恭
子

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
始

ま
り
昨
年
で
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
千
束
地
区
は
十
五
名
の
民
生

委
員
児
童
委
員
、
二
名
の
主
任
児
童

委
員
で
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
介
護
・

子
育
て
・
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
人
・
見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
の

様
々
な
相
談
に
応
じ
区
や
関
係
機
関

へ
の
橋
渡
し
を
し
な
が
ら
解
決
へ
の地域ふれあいの会（リラックス体操）

千束地区民生員児童委員の皆様



号
も
新
た
に
新
し
い
時
代
へ
大
き
く

遷
り
変
わ
る
節
目
に
58
号
を
お
届
け

し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
千
束
1
号
の
囲
み
記

事
、
わ
が
ま
ち
ト
ピ
ッ
ク
ス
に

△
待
望
の
洗
足
池
浄
化
作
戦
始
ま
る

工
期
平
成
3
年
7
月
末

4
号
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に

△
洗
足
池
が
「
水
と
緑
」
を
保
護
再

生
︱
。
豊
か
な
植
生
と
多
様
な
水

辺
環
境
を
創
出
し
た
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

千
束
地
域
の
住
民
が
愛
し
て
や
ま

な
い
洗
足
池

平
成
30
年
間
を
ふ
り
か
え
る
と
、

ふ
る
さ
と
千
束
の
記
事
の
中
心
に
は

い
つ
も
洗
足
池
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
の
ト
ッ
プ
記
事
は

〝
洗
足
池
、
更
に
魅
力
的
な
公
園

へ
〟み

な
様
の
お
手
元
に
58
号
が
届
く

頃
に
は
新
し
い
元
号
が
決
ま
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
（
明
治
は
、
い

え
い
え
!!

昭
和
は
遠
く
な
り
に
け

り･
･
･
･

）

M
・
O
記
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千束地区管内の数字

人
　
　
口

男 11,594人

女 13,191人

計 24,785人

世
帯

13,518世帯

平成31年 4 月 1 日現在

地
域
情
報
紙
「
ふ
る
さ
と
千
束
」

は
平
成
2
年
11
月
、
第
1
号
が
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
平
成
31
年
4
月
、
元

編

集

後

記

代
表
者　

桜
庭　

佳
子

連
絡
先　

3
7
2
8
-
9
7
9
1

「
上
手
な
句
よ
り
楽
し
い
句
を
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
経
験
の
深
い
方
、
浅

い
方
の
区
別
な
く
喧
々
諤
々
、
和
気

藹
々
の
雰
囲
気
の
な
か
自
分
の
身
の

回
り
の
出
来
事
、
見
た
ま
ま
の
自
然

な
姿
を
テ
ー
マ
に
句
作
り
に
励
み
、

知
識
の
習
得
、
ボ
ケ
防
止
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

俳
句
づ
く
り
は
決
し
て
難
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
是

非
一
度
お
気
軽
に
見
学
に
お
出
で
く

だ
さ
い
。

わ
た
し
の
仲
間

その 8

俳
句
教
室
　

丘
　
の
　
会

今
後
も
一
同
力
を
合
わ
せ
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
さ
ら
に
私

た
ち
の
仕
事
の
内
容
を
理
解
し
て
頂

き
次
の
担
い
手
と
し
て
引
き
継
い
で

い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
を
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
に
関
す
る
問
合
先

千
束
特
別
出
張
所

電
話　

3
7
2
6
-
4
4
4
1

当
会
は
発
足
以
来
三
十
年
、
石

川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
毎
月
第

二
、
第
四
水
曜
日
の
午
後
に
句
会
を

開
き
、
春
と
秋
に
近
隣
の
景
勝
地
散

策
や
歴
史
散
歩
等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。現

在
、
会
員
は
男
女
合
わ
せ
て

十
六
名
、
平
均
年
齢
は
約
七
十
歳
。

春
光
を

ゆ
っ
く
り
弾
く
水
車
か
な佳

子

一
輪
車

く
る
り
く
る
り
と
夏
回
す博

庸


